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i .  まえが、

海岸種虚効 に加わう波圧と誠ケtt3た め,動 前面ののり静2錯 直面 どり額斜ttら ミとと

しがιが作 ,ι り3が ′湘鮨多物″り面z膏爾 さ亡う=と l―rフ Zど のだ度晨た2誠 .ンし,ぅ かぽ徒入

れ貯夕t余 ソろ<末 だJFZ「 ぼ解 ,zl,ろ 、1。  =の たあ末理模理実鋪こと行 、・,従 果ェリ数多く石

究・留噴グ石t″ z、、ぅ傷疸働臓加ゎろう罠圧2眈攻する=と によつZフ石舛面によう預圧の低減辟ニ

締 する。

2 史駿策置

実験'ざ患=30ぃ ,中 ′∂″′深=′ 7″ のラ興♭
.

水稽因仁写真―/Fス =″ ぅ双ェ列た次2症Jυ建Fリ

2」〃のチケに喜芝置して行 ,た 。

,及E冽 賞J反ぼ′厚さ ノθ″″ の微涙 z使 用し,ラた

こによう支形 z■ どしヽぁな、,ょぅに満電%淵Z †゙今希残

ア作った。  及 F測凱 の赫 度応入射漫に対し

Z′刀噂則ぁ・Jダ斧arrF_セ″そ‐″z°と′ノ■僣翻さどぅ“

ろ.  瑕 圧)lに 席〕繊Jヌ F_4黒 りぅ及Fか 予 Zな 出 するた ゎ卜′り師甲計 (寝■ : :k3/cm2,隻 風

グイヤ 7ラ 4直 径 2夕 ″″ )着 意 用 の3L2守 ～1翡幅 3伽 島 卜 20争 あ けて′史転 C て`,■Eの 新

洵え2■ぇ̀ 及駐分千とな出した。  ま た脚 宝鯛瞑にぼ… くを→k力2plL,3た めの全
汲フリは 置t取有ヶz蒻3.  =の 著Zば ,毛奮びθ″′ψ′,“ ′厚み`″″の脅魔 と=ょ

z女緩層たテぅ4ヶ ″frl涯層 グレグェリなつて、ヽう。  支 圧版`周 層のFllた狡との廊た清“案ぅど2

■ど`み ,ヽ」「うに,受[荻 と測圧琴ことの口たぼ日げ=2搬 す′=の ,コげtぼ凛み′す″″ の引印脇たし参

イかな ゴ
｀
Z I蔵卜ょ つて鷹 あた。

患―′ 費難 作
N綺 波の波薦 Ecrn - /6 cm

″  用 期 ′′  ́s

双フ軍ヒ a″ ～ aθ`9

γ硼晴訴蒟面の
一奉Lた棘

29′ c″

相 対 水渫 a/2,

3.宙 験方法

本実験プぼ及層別た意置前面の永深あ″ひ・入射及の周囲
Z一たとし,尺肘双タス吉のみ,2賞rat tz実 晰12布った。

中験索作嬢慈―′に示=次ろ。

実験にお1,z摩′漢圧‐「llたな前面F―プ=ろ奮な波形状が

夕たιzか ぅ洵たァ布)=`′ し,壷舅輌をあた重"箕に=デろ

ケタ～矛`波によう双ル2別たの対象としだ。

4.常 轍

友層りに板F_6く撮太曖″ケタ″実野聯多果,「図_′ `4,～ (チ)に示=“うθ

早冥―l 波 屁預1定模

`復テ :2°に傾卜ttた 場合)
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